
                                     

 

                                                                                              

            

               

                                                 

先の戦争で，日本人３１０万人もの尊い命が失われました。八名郷土史会では，戦後

７０年以降，体験者を講師に迎えて７回の「戦争体験を聞く会」を開催してきました。

しかし，直接戦争体験を語っていただける方はほとんどみえなくなりました。 

戦後８０年の節目にあたり，これまでに戦争体験を語ってくださった方々の平和への

思いを伝えなくては，と今回の開催を決定致

しました。身近な人たちが戦争に巻き込まれ

ていった事実を，体験談の紹介を通して知っ

ていただきたいと思います。 

１部では，戦時の生活の様子や学校教育の

実態，豊川海軍工廠へ勤務したり動員された

りした方々の体験談を紹介します。 

２部では，昭和１５年（1940）に東三河郷開

拓団として満州へ渡った方々の終戦から始ま

った苦難のあゆみとその後を紹介します。 

東三河郷開拓団には東栄町，設楽町，海老町，

山吉田村を中心に１４６戸（八名村３戸）が参

加しています。国策移民に協力したことで辛苦

に満ちた体験を強いられた人々，その軌跡を追

うことで国策の誤りを知り，平和を考える機会

にしたいと思っています。 

 

 

 

  

戦争体験を語り継ぐ
戦後８０年企画   

１ 日  時    令和７年７月２６日（土） １３：３０～１５：３０ 

２ 場  所      富岡ふるさと会館 集会室               

 ３ 講  師     安形 茂樹 （八名郷土史会 戦争体験を記録に残す活動に尽力） 

１部 銃後の生活と豊川海軍工廠 

２部 東三河郷開拓団の軌跡 

 ４ 参加申込み   特に必要ありません。参加費無料，小学生以上どなたでも。  

  ＜問い合わせ＞ ・富岡ふるさと会館  

         電話 ２６－１４２２（９時～１６時 月曜日を除く） 

           

昭和１９年 八名村黒田地区で行われた金属供出 

主催：八名郷土史会 
共催：八名地区共育推進委員会
後援：新城市教育委員会 

 

昭和１７年 東三河郷開拓団のＰＲ写真 


